
6．初めての献血について  【経献者篤】  

（4）初めての献血で400ml献血することへの不安意識（Q15）  

Q15．初めての献血で400ml献血をすることをとう思いますか。  

【基数：対象者全員】  

全  体   

高校生  

大学生・専門  

会社員  

職  
業  

別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  
域  
別  

近畿  

九州・沖縄  

中国・四国  

（5000）  

し18り   

学校生  （1453）  

（2152）  

（207）  

（106）  

（448）  

（453）  

（2556）  

（2444）  

（210）  

（355）  

（1825）  

（780）  

（816）  

（583）   

（431）  
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7．献血回数について  【経験者削  

（1）過去1年間の200ml献血回数くQ16－1）  

●過去1年間で『200m】献血』をした経験のある人は46．1％とほぼ半数。  

●献血した回数では「1回」が27．4％と中心で、「2回」が10，8％で続く。なお、“2回以上”の複数回   
献血者は全体の2割弱（18．8％）となっている。  

●職業別でみると、献血経験率は高校生が8割以上で圧倒的に高い。そのうちの大半が「1回」で   
ある。大学生■専門学校生がこれに続き、献血経験率は半数。やはり「1回」が中心。   
一方、公務員の献血経験者は1／3程度にとどまり、地層に比べて低い。  

●性別では、男性に比べて女性の献血経験率が上回る。（男性：40．3％＜女性：52．2％）  

●地域別では、他地域に比べて九州・沖縄での献血経験率が低いのが目立つ。  

＞17年度調査と比較すると、全体では献血経験率が40．5％→46．1％へ、約6ポイント上昇した。  
「1回」の献血者が前回に比べて増えている。  

＞職業別にみると、公務員、自営業等を中心に「1回」中心ではあるが、総じて献血経験率がやや   
高まっている。しかし、高校生では唯一前回に比べて約9ポイント減となっている。  

＞性別・地域別では、各層とも「1回」を中心に、総じて献血経験率がやや高まっている。  
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7．献血回数について  【縫厳暑削  

（1）過去1年間の200ml献血回数（Q16－1）  

016．過去1年間に何回献血しましたか。（1）200ml献血  

【基数：対象者会見】  

全  体   

高校生  

大学生・専門学校生  

会社員  

職  
業  
別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域  

別  

近畿  

中国・四国  

九州・沖縄   

17．2   



7．献血回数について  【経験者削  

（2）過去1年間の400ml献血回数（Q16－2）  

●過去1年間における『400ml献血』では、全体の37．7％が経験している。  

●献血した回数は、『200ml』と同様、やはり「1回」が22．1％で中心。“2回以上”の複数回献血者   
は15．7％となっており、『200ml』（18．8％）と比べて若干低い。．  

●職業別でみると、『200ml献血』が圧倒的に多い高校生と、専業主婦の献血経験率は10％台と   
他層に比べて低い。一方、大学生・専門学校生と公務員の献血経験率が4割以上とやや高く、   

特に公務員では“2回以上”のリピート経験者が他層に比べて多い。  

●性別では、『200ml献血』とは逆に、女性に比べて男性の献血経験率が大きく上回っている。   
（男性：47．9％＞女性：27．0％）  

●地域別では、他地域に比べて九州・沖縄の献血経験率が若干高い。  

＞17年度調査と比較すると、全体では献血経験率が26．4％→37．7％へと、11ポイントのアップ。   
そのうち、「3回以上」だけでも前回に比べて4ポイント増えた。  

＞職業別にみると、高校生と専業主婦を除くと、いずれも献血経験率が高まっている。特に、公務   
員、会社員では「3回以上」が増えているのが目立つ。  

＞性男小地域別では、総じて各層とも「1回」を中心に献血経験率がやや上昇している。  

97   



7．献血回数について  【経横寺縮】  

（2）過去1年間の400ml献血回数（Q16－2）  

Q16．過去1年間に何回献血しましたか。（2）400ml献血  

【基数：対魚者全員】 （N）  

全  体   

高校生  

大学生・専門学校生  

会社員  

職  
業  

別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域  
別  

近畿  

中国・四国  

九州・沖縄   
17．5   



7．献血回数について  【経験者削  

（3）過去1年間の成分献血回数（Q16－3）  

●必要な血液の成分だけを採血する『成分l献血』に関しては、過去1年間の経験者は22．1％。   
8割弱の人が実施していない。献血回数は「1回」（11．0％）と複数回献血（11．1％）が同程度。  

●職業別でみると、高校生の9割以上が実施しておらず、経験率が極端に低い。専業主婦がこれ   
に次いで低い。一方、公務員の献血経験率は3割弱と他層に比べると比較的高い。  

●性別による差はみられない。  

●地域別では、他地域に比べて北海道の献血経験率が特に低くなっている。  

＞17年度調査と比較すると、全体では献血経験率が18．8％→22．1％へと、3ポイント強のアップ。   
回数では「1回」が前回に比べて増えている。  

＞職業別にみると、他層の実施経験率が微増傾向にある中、高校生のみ微減しており前回よりも   
さらに減った。  

＞地域別では、中匡卜四国において献血経験率がやや上昇している。（1回が増えた）  
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7．献血回数について  【経験者削  

（3）過去1年間の成分献血回数（Q16－3）  

Q16．過去1年間に何回献血しましたか。（3）成分献血  

【基数：対象者全且】  

77．9   

93．9  

92・0  

76．5  

77．9   

73．9  

78．3  

80．4  

83．7  

87．5  

79、9  

80．5  

79．1  

87・0  

77．7   

81．7  

77．7   

77．7   

77．7   

80．9  

81．3  

82．3  

全  体   

高校生  

大学生・専門学校  

会社員  

職  
業  
別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地 域 別           東海北陸   近畿   中国▼四国   九州・沖縄   
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（4）今までの合計献血回数（Q17）  

●今までの通算献血回数をみると、「1回」が最も多く33．7％と3人に1人の割合。残りの2／3の人   
が“2回以上”の複数回献血者であり、回数は「3～5回」が26．2％で中心となっている。   

なお、全体では“2回以下”ど3回以上”がほぼ半数ずつに分けられる。  

●職業別でみると、高校生の献血回数が他層に比べて低く、8割以上が“2回以下”、6割強が  
「1回」のみ。一方、会社員、公務員、自営業で“3回以上”の割合が他層に比べて高い。  

●なお、献血に関連した質問別（下図）にみると、まず《初めて献血した場所別》では大学や職場に   
比べて高校で初めて献血した層ほど、献血頻度が高い傾向がみられる。“6回以上”でその差が   

顕著となってくる。つまり、より早く経験すると、その後の献血回数も増えるとも考えられる。  

●また《家族の献血の有無》別では、家族の献血現場を見たことがある層ほど、本人の献血頻度も   
明らかに高まっており、両者の相関が高いことが窺える。  

＞17年度調査と比較すると、全体の献血頻度が下がっており、複数回経験者は71．8％→66．3％   
へと、約6ポイント減少した。  

＞職業別にみると、各層とも複数回経験者の割合が減少している。特に、公務員で“3回以上”の   
割合の落ち込みが顕著。  

＞性別・地域別でも、各層とも総じて献血頻度がやや落ちている。  

＜関連貸間の回答別＞  

【基数：対象者全長】  

全  体  （5000）   

高校   （902）  

大学キャンパス又は  （1062）  

初  

め  

て   
献  

（240）  

血  

し  
た  

（1048）  

場  

所   
（血液センター）  

（164り  

覚えていない   （107）   

家   
族  

（1088）  

の  

献 血  （353り  

の 有 無   

1．3  
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7．献血回数について  【経験者削  

（4）今までの合計献血回数（Q17）  

017．今までの献血回数は合計で何回ですか。  

【基数：対象者全員】  

全  体   

高校生  

大学生・専門学校  

会社員  

職  
業  

別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域  
別  

近畿  

中国一四国  

九州・沖縄   

26．5  

llI2   



8．献血するきっかけ  【経験者編】  

（1）初めての献血のきっかけ「1位＜最も大きな要因＞」（Q18）  

●《初めての献血のきっかけ》となったものを大きい順に3つまで選んでもらった。  
1位に挙がった要因では、「自分の血液が役に立ってほしいから」が37．5％で突出傾向。   
以下、「輸血用の血液が不足していると聞いたから」（9．1％）、「家族や友人などに勧められたか   
ら」（7．2％）、「大学キヤン／くスに献血バス・出弓長献血が来たから」（6．6％）などが続く。  

●職業別にみると、各層とも「自分の血液が役に立ってほしいから」が主要なきっかけとなっている   
のは共通だが、特に、高校生、専業主婦でその意識がやや高い。  

●性別・地域別による違いはあまりみられない。  

＞17年度調査と比較すると、回答肢が多少入れ替わったため一概には比較できないが、「自分の   
血液が役に立ってほしいから」が最も大きな要因であることには変わりはない。   
しかも、スコアは33．7％→37．5％へ、4ポイント増となっている。  

＞職業別では、この「自分の血液が役に立ってほしいから」が高校生、自営業、専業主婦などでス   
コアアップしたのが目立つ。その分「なんとなく」とする割合が減ってきた。  

＞地域別では、「自分の血液が役に立ってほしいから」は関東甲信越でやや増えた。逆に北海道で   
減少している。  
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8．献血するきっかけ  【経横寺削  

（1）初めての献血のきっかけ「1位＜最も大きな要因＞」（Q18）  

Q18．初めての献血のきっかけになったのは、次のうちとれですか。  

きつかけの大きい順に3つまでお遊びください。（それぞれひとつずつ）  

ハ
り
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
（
U
 
 

〓
し
 
5
 
 
4
 
 
3
 
 
2
 
 
1
 
 

自  輸  家  大  自  高  お  将  国  過  献  輸  ネ  な  覚  
分  血  族  学  分  校  菓  来  書  去  血  血  】   ん  え  
の  用  や  キ  の  に  子  自愛  券  に  は  を  ル  と  て  
血  の  友  ヤ  血  献  や  分け  が  家  愛  受  ア  な  い  
液  血  人  ン  液  血  ジ  やる  も  族  に  け  l   な  
が  液  な  パ  の  ／く  二1  家こ  ら  や  根  る  ト  い  
役  が  ど  ス  検  ス  l  族と  え  友  ざ  と  や  

【基数：対魚審全員】   

注．17年は「献血は愛に根ざしたものだから」「家族や友人などに勧められた」「高校に献血／iス・出張献血が来たから」  

「大学キャンパスに献血バス・出張献血が来たから」の回答肢なし＝逆に「高校での集団献血、若しくは友人に誘われたから」を今回削除。  

11Il   



8．献血するきっかけ  【経験者削  

（2）初めての献血のきっかけ「1位～3位累計」（Q18）  

●《初めての献血のきっかけ》となったものを1位～3位累計でみると、トップはやはり「自分の血液   
が役に立ってほしいから」が圧倒的に高く、61．0％となっている。   

以下、「輸血用の血液が不足していると聞いたから」（39．1％）、「お菓子やジュースがもらえる」  

（31・2％）、「自分の血液の検査結果が自分の健康管理のためになるから」（29．5％）の順で続く。   

3位以下は、前述の第1位に挙げられた要因とは多少順位の変動がある。  

●職業別にみると、全体上位の「自分の血液が役に立ってほしいから」「輸血用の血液が不足して   
いると聞いたから」は他層に比べて専業主婦でやや高い。また、高校生は「自分の血液の検査   

結果が自分の健康管理のためになるから」が他層よりやや低いが、その一方で「輸血を受ける   

時に役立てたいから」がやや高い。  

●なお、新規項目の「献血は愛に根ざしたものだから」は高校生、自営業で高めであった。  

＞17年度調査と比較すると、回答肢が多少入れ替わったため一概には比較できないが、「自分の   
血液が役に立ってほしいから」が最大要因であることには変わりはない。   

それ以外では「将来自分や家族等が輸血を受けることがあるかもしれないから協力した」がやや   

増え、「なんとなく」との回答がやや減った。  

＞職業別では、「自分の血液が役に立ってほしいから」は高校生、自営業、専業主婦で高まる。  
「輸血用の血液が不足していると聞いたから」も自営業、専業主婦で増えた。  

＞また、全般的に「将来自分や家族等が輸血を受けることがあるかもしれないから協力した」が増   
加傾向、「なんとなく」がやや減った。  

＞性別では、女性で「輸血用の血液が不足していると聞いたから」がやや高まっている。  
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8．献血するきっかけ  【経験者削  

（2）初めての献血のきっかけ「1位－3位累計」（Q18）  

Q18．初めての献血のきっかけになったのは、次のうちどれですか。  

きつかlナの大きい順に3つまでお遊びください。（それぞれひとつずつ）  

自  輸  お  自  将  家  大  高  献  過  輸  園  ネ  な  覚  
分  血  菓  分  乗  族  学  校  血  去  血  暮  l  ん  え  
の  用  子  の  自受  や  キ  に  は  に  を  券  ル  と  て  
血  の  や  血  分け  友  ヤ  献  愛  家  受  が  ア  な  い  

液  血  ジ  液  やる  人  ン  血  に  族  け  も  l   〈  な  
が  液  巳  の  家こ  な  パ  パ  根  や  る  ら  ‘ト  い  
役  
に   
立  足  が  結分  があ  勧  献  出  た  なが  に  か  ツ  
つ  し  も  果の  輸る  め  血  張  も  ど輸  役  ら  サ  
て  て  ら  が健  血か  ら  ／く  献  の  血  立  lサ  
ほ  い  え  康  をも  れ  ス  ジl  

し  る  る  菅  し  た   が  か  受  た  なビ  
出   どス  

か  た  のが  
ら   た  献  ら  受  
た  め  血  と  け  
か  に  が  が  ら  
ら   な  来  あ  れ  

【基数：対魚寺全且】   る  た  る  る  
か  か  か  か  
ら   ら   ら   ら   

（N）  

全  体       610  391  312      155  15∴竺  1軍旦  7・そ  72  66  54  四  291  攣頗酢    ′‘   
58．3  35．9  33．8  31．7  10．8   ／     8．7  7．1  7，5  1．4  34．5  4．4   

早9・草  

34．5   

58．6  38．5  336  319  鶴、が  15・声 ／  2り  12＝寧  7一・蔓  7・1 12．1  四 7，7  叩 6．4  四 2．0  275  ニご準革ニ′！ 3．2     （652）  58．7  36．0  34．2  31．9  9．0          36．2  
61．3  38．3  29，3  28．7  ざ17t3  14．9  14．0  11．6  7・9  6．8  6，4  6．2  1．6  30．7  ＝L轍0  
57．5  36．B  32．7  31．4  11．9      臥8  7．0  8．1  1．4  34．9  5．1  
61．8  39．1  3q，9  鱒．9  1寧．寧  17．4  12二β  12．6  9．2  9・ざ  5．3  7．2  2．4  3 

63．1  39．4  34．5  3臥4  13．8   ／     ／   6．9  5．9  11．8  3．0  29．6  0．5  

自営業  1ラ毎  （1j3う  85ニ1  4鱒  27・4  軍7・4  16・p  16・9  5・了  15．1  15．1  5．7  1．9  6．6  4．7  25．5  12．3      55．2  34．3  32．9  27．3  11．9   ／     13．3  7．7  9．1  0．7  31．5  4．9  
専業主婦      、69．4  45．8  30．6  28．8  19．6  17．2  12こ5  11．8  8．0  7．6  6．5  4．2  1．3  254  7．4    17年  （1067）  61．3  35．1  34，3  31．1  11．7   ／     7．4  7．1  6．3  0．7  30，9  4．6  
その他  ＝  1 （749）  56．7  37．3  34■p  29．4  12．4  17．0  15．9  14．6  3．3  6．2  5．5  4．9  3．1  30．7  16．8      56．2  33．8  34．3  32．0  7．7   ／      6．5  7．1  7．3  1．1  37．8  3．7   

一議F  
性  17塵   （1705）   

別   
女性   

7．4  5．6  4．9  2、2  24・6  98  

8．8  6．1  6．9  1．4  32．2  3．7   

北海道   
8．6  7．6  苧．2  0．5  3早二8  12．4  

11．5  8．0    2．0  34．0  4．5  

60，8  3寧・早  31・？  29．6  14．6  1叩  9．6  18．9  6．2  9．6  6月  5．9  1．7  32．4  10．7  

8，0  6．3  7．4  0．9  29．1  4．3  

関東甲信越  イ7盲   
60．1  39・1  34・軍  29・1  15．9  144  13．3  12．4  8．5  6．2  5．8    2．2  29．0  13．6  

o）  8．0  7．1  7．8  1，9  35．4  4．0  

60．5  37．2  30．0  27．8  18，1  17－1  14．6  13．5  7．1  寧．5  7．7  6．2  0．9  29：5  1草．9   

域  

地  

．．等朔  
九州・沖縄  17年   （600）  62．4  旦0・0  写臥0  3軍・6  13．9  16．5 ／  22・P  11．8  臥6  4．3  72  5．0  2．4  25．9  11．5      58．7  37．2  34．8  32．3  9．2      8．0  9．0  8．7  1．8  3l．3  4．7   
注・17年は「献血は愛に根ざしたものだから」「家族や友人などに勧められた」「高校に献血バス■出張献血が来たから」  

「大学キャンパスに献血バス・出張献血が来たから」の回答肢なし。逆に「高校での集団献血、若しくは友人に誘われたから」を今回削除。  

ItI6   



8．献血するきっかけ  【経験者編】  

（3）現在献血するきっかけ「1位＜最も大きな要因＞」（Q19）  

●《現在献血する》第1位のきっかけでも、【初めての献血のきっかけ】と同様、「自分の血液が役に   
立ってほしいから」が45．3％と圧倒的に高く、献身的な気持ちが第一要因となっている。   
以下、「輸血用の血液が不足していると聞いたから」（11．7％）、「自分の血液の検査結果が自分   
の健康管理のためになるから」（10．7％）が1割強で続き、以上がベスト3。  

●職業別にみても大きな違いはみられない。その中で、「自分の血液が役に立ってほしいから」は   
自営業、専業主婦セやや高めとなっている。  

●地域別では、北海道で「自分の血液が役に立ってほしいから」が他地域に比べてやや低い。  

＞17年度調査と比較すると、全体ではあまり変化はなく、「自分の血液が役に立ってほしいから」   
が他を大きくリードしているという傾向は変わらない。  

＞職業別では、「自分の血液が役に立ってほしいから」は【初めての献血のきっかけ】と同様、高校   
生、自営業、専業主婦で高まっているのが目立つ。なお、高校生で「なんとなく」が減った。  

＞地域別では、北海道、東北で「自分の血液が役に立ってほしいから」が減少、特に北海道で顕著。  
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